東亜天文学会名古屋支部４月例会報告

＊名古屋支部 （第２土曜日 名城線・上前津下車…会場の都合で変わることがありますので、お越しの際はホームページ： http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/　をご覧下さい。）

４月14日（土）　14:00～16：30  名古屋市　中生涯学習センター３階　第二和室にて開催。

出席は平沢康男、小島信久、池村俊彦、滝　敏美、後藤俊樹、水野義兼、吉田孝次の７名。

主な話題：　

1 1979年に製作された自作分光装置の紹介（後藤）～『天文の工作百科』天文と気象別冊に掲載されたもので、出席者全員でスペクトルやフラウンフォーファ線を新鮮な気持で見ることができました。
2 近接連星の軌道図（滝）～シリウスの主星と伴星の離角が８°程になってきたので軌道図を作成され、他にヘルクレス座ζ、かんむり座ηの軌道図が紹介され。20cmクラスの対象として興味深いものです。（滝さんのhp に詳細が掲載されています。名古屋支部例会からリンクされています。）
3 札幌の金田宏さんから名古屋支部あてに戴いたメールより、サーベイソフトの紹介（池村）～『CCDF』というサーベイソフトで、新星、超新星、彗星、小惑星のように過去に撮像した画像にない天体を新しく撮像した画像から見つけ出すために開発されたWindows用プログラム。読みこみ可能な画像は、普通のCCDで撮った画像以外に、JPEGで保存したデジカメ画像、スキャナーで読みとったBMP, JPEGが可能で、星表との自動マッチングができるもののようです。
（仕様概要は名古屋支部hp支部報告にpdfとして貼ってありますので、ご覧下さい。）
4 海外からの惑星観測者の国別分布（池村）～2000年以降に惑星観測報告がなかった国：チェコ、スロバキア、ポーランド、イスラム諸国、アフリカ諸国、ロシア、インドなど。
5 EOS-Kiss DIGITALのラチチュード調査報告（吉田）～写真観測の代用として重宝なデジタルカメラの欠点としてラチチュードの狭さがあり、コントラスト設定により改善される程度を調査。RAWで調査すべきとのアドバイスがあり、次回はRAWの結果を報告します。
6 NGC3756の新星（小島）～『写真で見る小宇宙Ⅱ』古田俊正著（誠文堂新光社）の画像に新星と思われるものを発見。現在調査中とのこと。

7 3/25さそり座新星（小島）～発見の通報により撮影されたものの画像紹介。

8 3/17 N5198 AbⅠ1:05:03(exp.120s), 4/3 N2268 AjⅠ21:54:03(exp.120s)に冷却CCDカメラに写った流星（小島）

9 2007.8.28の皆既月食（平澤）～地平座標と図、本影・半影図及び地方恒星時を求める図表がセットで配布されました。

10 朱鳥雑考第八号（熱田神宮朱鳥会）に掲載された1957年10日の夕方の火球（平澤）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　（報告者　吉田　孝次）

